
キャリア・デザインゼミ
ナール（３７）
木曜３コマチーム 報告書
堅田菜央・鄒佳蓉・Steanpattanodom Kanyanad・西尾瑞穂



イベントのポスター
日本語、英語、中国語、タイ語



タイトル（Title）

“キーワード
ゲーム”

イラストであてよう
いろんな国の夏や

食べ物

 日時 ２０２１年６月２３日 １６：３０～１７：３０

 参加者数 ７人（運営メンバー４人＋参加者３人）



企画の意図

工夫した点

 言葉が伝わりづらくても、イラストを用いることで気軽に楽
しめるようにする

 Zoomのホワイトボード機能を用いて、オンラインならでは
の楽しみを味わうことができるようにする

 イラストを使って言葉が伝わらなくても楽しめるようにした

 前日にリハーサルを行うことで、問題点を洗い出した（zoomの会議
室に日本国外からも入れるようにした）

 BGMを流して和やかな雰囲気を維持した



ゲームの
ルール

① まず、出題者をひとり決める（残りは回答者）

② ホストから出題者にキーワードを個別チャットで送り、出
題者はzoomのホワイトボード機能を使ってキーワードの
イラストを描く

③ 回答者は、答えが分かったらzoomの「手を挙げる」機能
で挙手し、早押しで回答権を得る

④ 正解→拍手、不正解→正解するまでイラストに詳細を描き
足す



当日の流れ

① 初めに、ゲームのお題である「世界の夏」についてのプレ
ゼンテーションを行った（スライドは以下）

② 次に、キーワードゲーム（12問）を行った

③ その後、フリートークコーナーを設け、最後に締めの挨拶
をしてイベントは終了した





詳細：https://nwuonline-my.sharepoint.com/:p:/g/personal/tam_nishio_cc_nara-wu_ac_jp/Ec17-
jDakaJPnli648tvQ8IBdH9Q2vNdPpBt_LyQ_nflFg?e=YiTLnU



イベントを
通して

発見したこと
気づいたこと

 イベント当日に向けた準備が大変で、運営側の苦労を知るこ
とができた

 やりたいことが決まっても、そのために必要な物や条件に
よって難しいこともある

 実際にシミュレーションしてみることで、予想していなかっ
たトラブルを事前に見つけ、対策を取ることができた



改善点・反省点

 BGM の音量の調整が必要だった

 ホワイトボードに描き込む方法を説明する必要があった

 ホストから話を振ったり指名したりするのではなく、参加者
が自由に発言できる雰囲気を作れたら良かった



参加者の様子・
反応・感想



実施した感想

 授業を通し、身に付いたのはコミュニケーショ能力である。
毎回の話し合い時に「今日は何について話し合うのか」と
いった目的をチーム内でコミュニケーションを取り、随時共
有したことで、限られた時間を有効に使うことができた。今
回得た力を活かし、今後はより円滑にコミュニケーションを
取れるよう努力したい。（堅田）

 ゼミを通じて、皆さんといろいろなことを話し合って、各自
国の流行ゲーム、各自国の夏祭り、各自国の食べ物とか、た
まに「私の国のことを同じです」と思いました。あるいは
「私の国のことを違いますけど、面白いです」と思っていま
した。それで、私は異国の文化と習慣を順々にわかりました。
だいぶんこれはこの授業の一つ魅力だと思っています。コロ
ナの影響でも、異国学生たちの間の交流を続けます。（鄒）



実施した感想

 On event I learn about summer season festival or summer season’s 
things in many country like Japan , China, Malaysia and I have to 
shared about summer’s things in my country too. Event is really fun 
and comfortable because all applicant are so friendly and talkable
and Nao san, Zui san and Zoe san too everyone tried their best to 
make event well accomplished and make me know many new 
friend so this is good event which can make native student and 
exchange student can join and do together easily.
（Steanpattanodom）

 短い期間の中で、中々話し合う時間も取りにくい中、SNSを
通して各々の出来ることを分担して開催に繋げることができ
た。また、主催者側の出身国が日本、中国、タイと分かれて
いたので、様々な視点からアイデアを出し合えたように思う。
特にイラストを描いて参加者が当てるゲームでは、「これは
主催者側しか分からないかもしれない」というようなお題で
も参加者に当てられることがあったり、お題をうまく絵に出
来ない時に誰かが引き継いだりと、主催者側と参加者側の垣
根なくイベントを楽しむことが出来たように思う。（西尾）


